
2025年 5月 19日 

 

IFRS財団主催「統合思考・統合報告カンファレンス」への後援および生命保険協会長の登壇 

 

生命保険協会（会長：永島 英器 明治安田生命保険社長、以下「当会」）は、4月 3日（木）に

開催された「統合思考・統合報告カンファレンス」（以下「本カンファレンス」）の後援を行いま

した。 

 

本カンファレンスでは IFRS財団における主要メンバーに加え、国内外の官民関係者が一堂に会

し、統合思考・統合報告に関する幅広いトピックに係る議論を行いました。当会からは、永島協

会長が登壇し、講演を行いました。 

 

永島協会長は、「統合報告を活用したサステナビリティ開示に対する機関投資家の期待」をテー

マに、約 400 兆円の総資産を保有する機関投資家の立場から、統合報告に係る生命保険業界の期

待・取組みを紹介しました。 

 

具体的には、投融資先企業の持続可能な価値創造プロセスを理解するための統合報告の利用、

統合報告を活用したサステナビリティ開示における「比較可能性の向上」と「すそ野の拡大」へ

の期待、および企業への成長資金の供給やエンゲージメントを含むスチュワードシップ活動を通

じた、投融資先企業の中長期的な企業価値の向上の後押し等について講演しています。 

 

当会は、今後もスチュワードシップ活動等を通じて、生命保険業界における投融資先企業の企

業価値向上を後押ししていきます。 

 

※当日の講演は以下からご覧いただけます（IFRS財団ウェブサイト） 

https://www.ifrs.org/news-and-events/events/2025/april/ifrs-foundation-integrated-

thinking-and-reporting-conference/ 

 

【当日の講演の様子】 
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